
 
 
 
 
 

 

 

 

 
                          

 穏やかな天気となった１７日（日）も４組１０名の支援者

が郡山地域への訪問行動を行いました。アパートへの訪問で

は、「津波で１ｍくらい家が浸水したが家の中は床上５㎝程度

だったので家に住みたいが、危険地域のため家に戻れず、今

はアパート住まいをせざるを得ない」、また、ある家では「本

震で柱に亀裂が入り、余震でさらに傷が広がったと」とがっ

かり話されている方、「外で地震にあったので外に出るのが怖

い」と言われる方など震災の傷跡は深く残っています。郡山

地域の訪問行動は１０コースが完了、引き続き訪問行動を続

けていきます。 

【１７日支援者の感想】 

・大きな家に高齢の方が独居という家もあり、内服薬がきれているの

が気になります。「外に出るのが怖い」という発言もあり、今後の様子

が気になります。 

・地域での助け合い・連帯ができているように感じた。長町病院が地

域で頼りにされていることが分かった。 

・比較的立派な家の造りで支援が必要ないと思われがちなところでも

各々抱えている震災被害は、物も身体も心も深く大きく傷あとを残し

ています。 

 

荷物運搬に職員と支援隊１９名が大奮闘！ 

 長町クリニック解体準備作業も昨日が最終日。昨日は荷物運搬を

中心に職員と支援隊が力を合わせて奮闘しました。支援隊はいつも

より早く朝８時には全員が車に乗り込み長町クリニックに向かい職

員と合流、チームワークよく作業が進められ、予定通り作業が終了

しました。 

 参加された皆さん、お疲れ様でした。 

 

                                   

                             

                            
                                               

                            

つなぐ手ねっと 
（リハビリスタッフが名付けてくれました。私たち、仲間、地域の復興へ向けた表現です。） 

長町・若林地域訪問対策本部発  Ｎｏ.１７  ２０１１年４月１８日

■昨日の行動■  ２０１１年４月１７日（日）
 

□参加者    ２９名  累計 ５３９名 

            （含む引越し作業８４名）

□安否確認  １９１名  累計 ２,８７３名 

□訪問件数  １９１件  累計 ２,６２７件 

□避難所         累計 １６ 

長町を激励に訪れた吉田万三

副会長と千坂事務局次長 

＜荷物運びに奮闘する職員・支援者＞ 

朝の打ち合わせの様子 


